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  運用報告書（全体版） 

新興国公社債オープン（通貨選択型） 
米ドルコース（毎月決算型） 

 

 
 

第111期（決算日：2019年２月14日） 

第112期（決算日：2019年３月14日） 

第113期（決算日：2019年４月15日） 

第114期（決算日：2019年５月14日） 

第115期（決算日：2019年６月14日） 

第116期（決算日：2019年７月16日） 
 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「新興国公社債オープン（通貨選

択型）米ドルコース（毎月決算型）」は、去る７月16

日に第116期の決算を行いましたので、法令に基づい

て第111期～第116期の運用状況をまとめてご報告申

し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／海外／債券 

信託期間 2019年９月26日まで（2009年９月29日設定） 

運用方針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、安定し
たインカムゲインの確保と信託財産の成長を
目指して運用を行います。 

主要運用対象 

新興国公社債 
オ ー プ ン 
（通貨選択型） 
米ドルコース 
（毎月決算型） 

エマージング・ソブリン・アンド・
コーポレート・ボンド・ファンド
（ＵＳＤクラス）受益証券および
マネー・プール マザーファンド
受益証券 

エマージング・ 
ソ ブ リ ン ・ 
ア ン ド ・ 
コーポレート・ 
ボンド・ファンド 
（ＵＳＤクラス） 

主に米ドル建の新興国の政府お
よび政府機関等の発行するソブ
リン債券、および新興国の企業が
発行する社債 

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運用方法 

・主として米ドル建（現地通貨建の債券にも
投資を行う場合があり、これらについて現
地通貨売り／米ドル買いの為替取引を行っ
たものも含みます。）の新興国のソブリン債
券と社債（CoCosを含みます。）に投資を行い
ます。 

・安定したインカムゲインの確保と、債券の
値上がり益および為替差益の獲得を目指し
ます。 

主な組入制限 

・投資信託証券、短期社債等およびコマー
シャル・ペーパー以外の有価証券への投資
は行いません。 

・投資信託証券への投資割合には、制限を設
けません。 

分配方針 

毎月14日（休業日の場合は翌営業日）に決算
を行い、収益分配方針に基づいて分配を行い
ます。分配対象額の範囲は、経費控除後の配
当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の
全額とします。基準価額水準、市況動向、残存
信託期間等を勘案して、分配金額を決定しま
す。（ただし、分配対象収益が少額の場合には
分配を行わない場合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 
 87期(2017年２月14日) 11,726 50 0.3 － － 97.9 246 

 88期(2017年３月14日) 11,738 50 0.5 － － 97.9 239 

 89期(2017年４月14日) 11,333 50 △3.0 － － 97.9 231 

 90期(2017年５月15日) 11,822 50 4.8 － － 97.9 240 

 91期(2017年６月14日) 11,518 50 △2.1 － － 97.9 231 

 92期(2017年７月14日) 11,726 50 2.2 － － 97.9 235 

 93期(2017年８月14日) 11,393 50 △2.4 － － 97.9 228 

 94期(2017年９月14日) 11,680 50 3.0 － － 97.9 234 

 95期(2017年10月16日) 11,749 50 1.0 － － 97.9 231 

 96期(2017年11月14日) 11,777 50 0.7 － － 98.5 236 

 97期(2017年12月14日) 11,715 50 △0.1 － － 99.0 242 

 98期(2018年１月15日) 11,581 50 △0.7 － － 98.5 233 

 99期(2018年２月14日) 10,948 50 △5.0 － － 98.9 220 

100期(2018年３月14日) 10,799 50 △0.9 － － 98.5 217 

101期(2018年４月16日) 10,874 50 1.2 － － 98.5 216 

102期(2018年５月14日) 10,760 50 △0.6 － － 98.5 213 

103期(2018年６月14日) 10,632 50 △0.7 － － 98.5 211 

104期(2018年７月17日) 10,964 50 3.6 － － 98.5 206 

105期(2018年８月14日) 10,533 50 △3.5 － － 98.9 197 

106期(2018年９月14日) 10,667 50 1.7 － － 98.5 199 

107期(2018年10月15日) 10,709 50 0.9 － － 98.5 200 

108期(2018年11月14日) 10,732 50 0.7 － － 98.5 201 

109期(2018年12月14日) 10,700 50 0.2 － － 98.5 199 

110期(2019年１月15日) 10,341 50 △2.9 － － 98.5 192 

111期(2019年２月14日) 10,744 50 4.4 － － 98.5 198 

112期(2019年３月14日) 10,779 50 0.8 － － 98.5 199 

113期(2019年４月15日) 10,929 50 1.9 － － 98.5 202 

114期(2019年５月14日) 10,604 50 △2.5 － － 98.5 196 

115期(2019年６月14日) 10,688 50 1.3 － － 98.5 197 

116期(2019年７月16日) 10,836 50 1.9 － － 98.5 194 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第111期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2019年１月15日 10,341 － － － 98.5 

１月末 10,509 1.6 － － 98.5 

(期  末)      

2019年２月14日 10,794 4.4 － － 98.5 

第112期 

(期  首)      

2019年２月14日 10,744 － － － 98.5 

２月末 10,810 0.6 － － 98.5 

(期  末)      

2019年３月14日 10,829 0.8 － － 98.5 

第113期 

(期  首)      

2019年３月14日 10,779 － － － 98.5 

３月末 10,801 0.2 － － 98.5 

(期  末)      

2019年４月15日 10,979 1.9 － － 98.5 

第114期 

(期  首)      

2019年４月15日 10,929 － － － 98.5 

４月末 10,843 △0.8 － － 98.5 

(期  末)      

2019年５月14日 10,654 △2.5 － － 98.5 

第115期 

(期  首)      

2019年５月14日 10,604 － － － 98.5 

５月末 10,694 0.8 － － 98.5 

(期  末)      

2019年６月14日 10,738 1.3 － － 98.5 

第116期 

(期  首)      

2019年６月14日 10,688 － － － 98.5 

６月末 10,780 0.9 － － 98.5 

(期  末)      

2019年７月16日 10,886 1.9 － － 98.5 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型）

運用経過
第111期～第116期：2019年１月16日～2019年７月16日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
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分配金再投資基準価額：左目盛

基準価額：左目盛
純資産総額：右目盛

第111期首 10,341円
第116期末 10,836円
既払分配金 300円
騰 落 率 7.7％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型）
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基準価額は当作成期首に比べ7.7％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

新興国債券市況が上昇したことなどが基準価額の上昇要因となり
ました。

上昇要因

主に米ドルが対円で下落したことなどが基準価額の下落要因とな
りました。

下落要因

新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型）

― 4 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_780783.indd   402_コメント-費用-TER_10pt_780783.indd   4 2019/08/28   19:42:392019/08/28   19:42:39



5

新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型）

第111期～第116期：2019年１月16日～2019年７月16日

投資環境について

新興国債券市況
新興国債券市場は、当作成期首に比べ、
新興国ソブリン債券市場、新興国社債市
場ともに上昇しました。
当作成期初に原油価格が持ち直したこと
や米企業決算が概ね堅調であったこと等
によりスプレッド（利回り格差）が縮小
したことや、米連邦準備制度理事会（Ｆ
ＲＢ）が緩和的スタンスへ転換したこと
による米長期金利の低下などを背景に、
新興国債券市況は上昇しました。

為替市況
米ドルは、当作成期首に比べ、対円で下
落しました。
ＦＲＢが緩和的スタンスへ転換したこと
による米長期金利の低下等を背景に、当
作成期間を通じてみると、米ドルは対円
で下落しました。

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移、国庫短期証券（３ヵ月物）
の利回りはマイナス0.1％を下回る水準で
推移しました。
日銀による金融緩和政策の影響を受けて、
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移し、足下ではマイナス0.07％
程度で推移しました。
日銀による短期国債の買入れなどから、
国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りはマ
イナス0.1％を下回る水準で推移しました。
当作成期首に、短期国債の需給の引き締
まりからマイナス0.28％程度まで低下し
ていましたが、その後は徐々に上昇して
いき、足下はマイナス0.15％程度で推移
しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

新興国公社債オープン（通貨選択
型）米ドルコース（毎月決算型）
当作成期を通じて、円建の外国投資信託
であるエマージング・ソブリン・アン
ド・コーポレート・ボンド・ファンド
（ＵＳＤクラス）受益証券を高位に組み
入れ、マネー・プール　マザーファンド
受益証券への投資も行いました。

当作成期末において、エマージング・ソ
ブリン・アンド・コーポレート・ボン
ド・ファンド（ＵＳＤクラス）を98.5％、
マネー・プール　マザーファンドを0.1％
組み入れました。

新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型）
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エマージング・ソブリン・アンド・
コーポレート・ボンド・ファンド
（ＵＳＤクラス）
主として米ドル建の新興国のソブリン債
券および社債に投資を行いました。
ポートフォリオの構築にあたっては徹底
したボトムアップ・アプローチによるソ
ブリン債券の投資国選択および社債の銘
柄選択を行いました。
ソブリン債券と社債の比較では、社債に
より投資妙味があると考えており、社債
の組入比率を基本投資比率である30％と
比べて高めとしました。
ソブリン債券の運用においては、流動性
が高くバリュエーション面などから魅力
度が高いと考えられる国に積極的に投資
を行いました。アルゼンチンなどのソブ
リン債券の組み入れを高位としました。

社債の運用においては、ファンダメンタ
ルズ分析と相対価値判断による徹底した
ボトムアップ・アプローチに基づき、幅
広い銘柄に分散投資を行いました。セク
ター別では、石油・ガスセクターや金融
セクターをはじめ、新興国の国内におけ
る経済活動の活性化の恩恵を受けると考
えられる、情報・通信セクターにも投資
を行いました。

マネー・プール　マザーファンド
わが国のコール・ローンおよびＣＰ現先
取引等への投資を通じて、安定した収益
の確保および適正な流動性の保持を図り
ました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型）
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分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の通りと
させていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に
留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第111期

2019年１月16日～
2019年２月14日

第112期
2019年２月15日～
2019年３月14日

第113期
2019年３月15日～
2019年４月15日

第114期
2019年４月16日～
2019年５月14日

第115期
2019年５月15日～
2019年６月14日

第116期
2019年６月15日～
2019年７月16日

当期分配金
（対基準価額比率）

50
（0.463％）

50
（0.462％）

50
（0.455％）

50
（0.469％）

50
（0.466％）

50
（0.459％）

当期の収益 50 43 49 40 47 47

当期の収益以外 － 6 0 9 2 2

翌期繰越分配対象額 4,329 4,323 4,323 4,313 4,310 4,308

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型）
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新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

新興国公社債オープン（通貨選択
型）米ドルコース（毎月決算型）
引き続き、円建の外国投資信託であるエ
マージング・ソブリン・アンド・コーポ
レート・ボンド・ファンド（ＵＳＤクラ
ス）受益証券に投資を行います。また、
マネー・プール　マザーファンド受益証
券への投資も行います。
なお、当ファンドは、2019年９月26日
に信託期間が満了し、償還となります。

エマージング・ソブリン・アンド・
コーポレート・ボンド・ファンド
（ＵＳＤクラス）
引き続き、主として米ドル建の新興国の
ソブリン債券および社債に投資を行いま
す。
国の選別がこれまで以上に重要となって
いると考えております。具体的には、独
自の改革を推進している国が魅力的な投
資機会を提供していると考えており、ス
プレッド縮小や信用力向上が見込まれる
国に注目しています。また、フロンティ
ア市場についてはファンダメンタルズが
良好かつ、流動性が高い国を中心に投資
を行う方針です。
社債については、ファンダメンタルズ分
析と相対価値判断による徹底したボトム
アップ・アプローチに基づき組入銘柄の

選別を行います。また、主要なベンチ
マークに採用されていないニッチな銘柄
に対しても、銘柄の流動性に十分に注意
しながら積極的に投資を行う方針です。
ソブリン債券対社債の観点では、社債に
より投資妙味があると考えており、社債
の組入比率を基本投資比率である30％と
比較して高位を維持する方針です。
なお、ファンドの償還日に向けて、組入
債券の売却を行い資金化をはかります。
その為、償還日が近づくにつれ、上記の
ような運用が行えなくなる他、債券利子
収入が低下する可能性があります。

マネー・プール　マザーファンド
物価は緩やかに上昇していくと予想して
いますが、日銀の物価目標である２％に
は届かないと思われます。したがって、
今後も金融緩和政策が継続すると想定さ
れることから、短期金利は低位で推移す
ると予想しています。以上の見通しによ
り、わが国の国債や短期国債（国庫短期
証券）現先取引、コール・ローンおよび
ＣＰ現先取引等への投資を通じて、安定
した収益の確保や常時適正な流動性の保
持をめざした運用を行う方針です。

新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型）
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3

新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型）

2019年１月16日～2019年７月16日

１万口当たりの費用明細

項目
第111期～第116期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 57 0.528 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (23) (0.215) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (32) (0.296) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (2) (0.016) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.002 (ｂ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 57 0.530

作成期中の平均基準価額は、10,762円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型）
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新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型）

○売買及び取引の状況 (2019年１月16日～2019年７月16日) 

 

 

銘 柄 
第111期～第116期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
エマージング・ソブリン・アンド・コーポ
レート・ボンド・ファンド（ＵＳＤクラス） 

5,109 5,648 12,950 14,328  
 

（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年１月16日～2019年７月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2019年７月16日現在) 

 

銘 柄 
第110期末 第116期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 
エマージング・ソブリン・アンド・コーポレート・ボン
ド・ファンド（ＵＳＤクラス） 

178,755 170,914 191,322 98.5 

合 計 178,755 170,914 191,322 98.5 
 

（注） 比率は新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型）の純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
第110期末 第116期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・プール マザーファンド 200 200 200 
 
 
 
  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型）

○投資信託財産の構成 (2019年７月16日現在) 

項 目 
第116期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 191,322 98.0 

マネー・プール マザーファンド 200 0.1 

コール・ローン等、その他 3,785 1.9 

投資信託財産総額 195,307 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第111期末 第112期末 第113期末 第114期末 第115期末 第116期末 

2019年２月14日現在 2019年３月14日現在 2019年４月15日現在 2019年５月14日現在 2019年６月14日現在 2019年７月16日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 199,798,539   200,491,661   203,310,824   197,190,897   198,809,541   195,307,268   

 コール・ローン等 3,824,846   3,857,924   3,908,091   3,843,182   3,825,572   3,784,249   

 投資信託受益証券(評価額) 195,772,833   196,432,877   199,201,893   193,146,875   194,783,129   191,322,179   

 マネー・プール マザーファンド(評価額) 200,860   200,860   200,840   200,840   200,840   200,840   

(B) 負債 1,096,164   1,087,487   1,112,587   1,094,162   1,102,942   1,079,600   

 未払収益分配金 924,678   924,947   925,030   924,629   924,858   896,232   

 未払解約金 －   －   97   －   －   397   

 未払信託報酬 170,785   161,889   186,706   168,853   177,361   182,225   

 未払利息 6   1   6   2   7   8   

 その他未払費用 695   650   748   678   716   738   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 198,702,375   199,404,174   202,198,237   196,096,735   197,706,599   194,227,668   

 元本 184,935,629   184,989,551   185,006,171   184,925,946   184,971,631   179,246,422   

 次期繰越損益金 13,766,746   14,414,623   17,192,066   11,170,789   12,734,968   14,981,246   

(D) 受益権総口数 184,935,629口 184,989,551口 185,006,171口 184,925,946口 184,971,631口 179,246,422口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,744円 10,779円 10,929円 10,604円 10,688円 10,836円 
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新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第111期 第112期 第113期 第114期 第115期 第116期 

2019年１月16日～ 
2019年２月14日 

2019年２月15日～ 
2019年３月14日 

2019年３月15日～ 
2019年４月15日 

2019年４月16日～ 
2019年５月14日 

2019年５月15日～ 
2019年６月14日 

2019年６月15日～ 
2019年７月16日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 1,036,364   891,012   970,215   914,847   934,156   900,478   

 受取配当金 1,036,509   891,098   970,346   914,987   934,283   900,696   

 支払利息 △       145   △        86   △       131   △       140   △       127   △       218   

(B) 有価証券売買損益 7,520,953   840,346   2,918,355   △ 5,834,632   1,730,188   2,813,696   

 売買益 7,976,730   1,734,585   4,651,522   1,889   2,295,722   3,323,907   

 売買損 △   455,777   △   894,239   △ 1,733,167   △ 5,836,521   △   565,534   △   510,211   

(C) 信託報酬等 △   171,474   △   162,539   △   187,454   △   169,531   △   178,077   △   182,963   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 8,385,843   1,568,819   3,701,116   △ 5,089,316   2,486,267   3,531,211   

(E) 前期繰越損益金 △12,234,116   △ 4,772,951   △ 4,128,149   △ 1,350,985   △ 7,364,497   △ 5,616,341   

(F) 追加信託差損益金 18,539,697   18,543,702   18,544,129   18,535,719   18,538,056   17,962,608   

 (配当等相当額) (  53,661,356)  (  53,684,700)  (  53,697,579)  (  53,681,387)  (  53,702,590)  (  52,047,968)  

 (売買損益相当額) (△35,121,659)  (△35,140,998)  (△35,153,450)  (△35,145,668)  (△35,164,534)  (△34,085,360)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 14,691,424   15,339,570   18,117,096   12,095,418   13,659,826   15,877,478   

(H) 収益分配金 △   924,678   △   924,947   △   925,030   △   924,629   △   924,858   △   896,232   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 13,766,746   14,414,623   17,192,066   11,170,789   12,734,968   14,981,246   

 追加信託差損益金 18,539,697   18,543,702   18,544,129   18,535,719   18,538,056   17,962,608   

 (配当等相当額) (  53,661,356)  (  53,684,700)  (  53,697,579)  (  53,681,387)  (  53,702,590)  (  52,047,968)  

 (売買損益相当額) (△35,121,659)  (△35,140,998)  (△35,153,450)  (△35,145,668)  (△35,164,534)  (△34,085,360)  

 分配準備積立金 26,407,968   26,290,390   26,283,144   26,085,465   26,030,841   25,183,003   

 繰越損益金 △31,180,919   △30,419,469   △27,635,207   △33,450,395   △31,833,929   △28,164,365   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 
＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 186,441,332円 

作成期中追加設定元本額 331,506円 

作成期中一部解約元本額 7,526,416円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末1.0836円です。 

②分配金の計算過程 

項 目 
2019年１月16日～ 
2019年２月14日 

2019年２月15日～ 
2019年３月14日 

2019年３月15日～ 
2019年４月15日 

2019年４月16日～ 
2019年５月14日 

2019年５月15日～ 
2019年６月14日 

2019年６月15日～ 
2019年７月16日 

費用控除後の配当等収益額 1,015,598円 807,369円 923,444円 745,315円 871,722円 856,127円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 53,661,356円 53,684,700円 53,697,579円 53,681,387円 53,702,590円 52,047,968円 

分配準備積立金額 26,317,048円 26,407,968円 26,284,730円 26,264,779円 26,083,977円 25,223,108円 

当ファンドの分配対象収益額 80,994,002円 80,900,037円 80,905,753円 80,691,481円 80,658,289円 78,127,203円 

１万口当たり収益分配対象額 4,379円 4,373円 4,373円 4,363円 4,360円 4,358円 

１万口当たり分配金額 50円 50円 50円 50円 50円 50円 

収益分配金金額 924,678円 924,947円 925,030円 924,629円 924,858円 896,232円 
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新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第111期 第112期 第113期 第114期 第115期 第116期 

１万口当たり分配金（税込み） 50円 50円 50円 50円 50円 50円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 
 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

①信用リスクを適正に管理する方法を新たに定める（分散型に分類）とともに、約款記載の整備を行うため、信用リスク集中回避のための投

資制限の追加およびこれに伴う投資制限の記載変更ならびに約款記載の整備を行い、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2019年４月13日） 

②2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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